人の美しさに関わる言葉の語感の分析ー若年女性における「美人」と「美しい」の使い分けー by 山田 雅子
It’s very natural for us to use words “bijin(beauty)” or “utsukushii(beautiful)” to
describe a person in everyday life. The meanings of the words are rather similar to each
other, but we feel the delicate differences of the nuances between them. A previous study
said that “bijin” related to beautiful appearance and that “utsukushii” expressed the
person’s good nature at heart rather than appearance (Kuramochi, 1993).
We examined which young Japanese women regarded appearances or personality when
they express a person “bijin” or “utsukushii” in latest 5 years. The result supported the
findings of the previous study we mentioned above, however, about 40% of all subjects
thought appearances more important than personality when they use the word “utsukushii”
to describe someone. Furthermore, such tendency had kept for 5 years.
1．緒言
美にまつわる言葉は多々あるが、日常生活においても頻繁に触れる機会があるもの、使用する
機会があるものは、「美人」や「美しい」といった言葉であろう。辞書を頼れば1）、「美人」は「
顔・姿の美しい女。美女。佳人。麗人。美男子にいうこともある。常に敬慕する君主または聖
賢。漢代の宮女の官名。虹にじの異称」を意味するとある。一方、「美しい」の場合は、「
愛らしい。かわいい。いとしい。形・色・声などが快く、このましい。きれいである。行動
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や心がけが立派で、心をうつ。いさぎよい。さっぱりして余計なものがない」とされる。
「美人」の方は、文字通り主に人に対する表現であるが、「美しい」の方は人以外にも用いる
ことのできる形容詞である。つまり、「美しい人」といった場合には、「美しい」の意味である、
「愛らしい」「かわいい」「このましい」「きれい」「立派」「いさぎよい」といった言葉が「人」
に加わることになる。辞書の意味のバリエーションだけを捉えるならば、「美しい人」の方が「美
人」以上に表す人物像の幅があると感じられる。
では、辞書の意味の通りに、我々はこれらの言葉を使い分けているのであろうか。倉持が1992
年に行った調査によれば、この問いに対する答えは「使い分けている」ということになりそうで
ある。当該調査においては、「あなたが『美人』と思うひとはどのようなひとですか」という質
問に対して、「顔形・容姿が整っている」「生まれながらに造形美のあるひと」「顔形が美しいひ
と」といった回答が多く見られる一方、「あなたが『美しい』と思う人はどのようなひとですか」
との質問に対しては、「生き方、考え方が好ましいひと」「知性教養が感じられるひと」「言葉遣
いや立ち居振る舞いが美しいひと」のような回答が目立ったという2）。倉持はこの結果に対して、
「美人」は「目鼻立ちはプロポーションといった形に対するあこがれや理想がその尺度」と捉え、
「美しいひと」の場合は、「生き方やものの考え方といった内面的なことや自分との関わりあい
といった直接的なこと」がそのイメージに繋がっていると解説している。つまり、大まかに捉え
れば、「美人」は外見的な要素が重視され、「美しいひと」の場合には外見よりも内面に繋がるこ
とが重視されていると解することができる。
これらの知見に基づき、本研究では、若年女性を対象とした5年分の蓄積データを分析し、「美
人」と「美しい」という二つの言葉が持つ語感の比較や美人観の変化の追跡を試みた。
2．方法
2.1． 対象者
「ビューティーサイエンス」を受講する関東在住の日本人女子短期大学生563名（1、2年生混
合）を対象とした。各年度の回答者数は、順に181名（2008年度）、83名（2009年度）、114名（2010
年度）、74名（2011年度）、111名（2012年度）である。
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2.2． 調査時期
2008年度から2011年度は4月、2012年度は9月に行った。何れも初回授業にて回答を求め、美
や美しさについて学ぶ前の考えを分析対象とした。
2.3． 調査内容
以下の内容について、自由記述形式或いは選択形式にて回答を求めた（回答時間に制限は設け
なかった）。本稿では、質問1、質問4および質問5のみを分析対象とする。
美人とはどのような人のことを指しますか？自分なりの考えを書いてください。（自由回答形
式・複数回答可）
あなたが美人だと思う有名人を一人挙げてください。（自由回答形式）
現在、あなたが目指している（お手本としている）有名人を1人挙げてください。（自由回答
形式）
あなたがある人を「美人」と言う場合、外見と内面のどちらを重視しますか？（選択形式／外
見・内面）
あなたがある人を「美しい」と言う場合、外見と内面のどちらを重視しますか？（選択形式／
外見・内面）
外見が美しいということはどのようなことでしょうか。自分なりの考えを答えてください。（自
由回答形式・複数回答可）
内面が美しいということはどのようなことでしょうか。自分なりの考えを答えてください。（自
由回答形式・複数回答可）
3．結果
3.1． 各語に対する外見と内面の選択
「美人」（質問4）と「美しい」（質問5）それぞれに、外見と内面の選択度数を集計し、各語
が人に対して使用される際に、外見と内面のどちらが重視されるかを確認した。
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Figure1−1 「美人」に対する選択比率（全体） Figure1−2 「美しい」に対する選択比率（全体）
3.1.1． 全体の傾向
各質問項目について回答を集計し、まず5年分（有効回答554件）の回答全体の傾向を捉えた。
「美人」（質問4）と「美しい」（質問5）それぞれに、外見と内面の選択度数を集計した結果、
Figure1−1および1−2が得られた。尚、何れの質問に対しても「外見」もしくは「内面」の一方
を選ぶよう指示したため、両方が選択されたものは無効回答として集計対象から除外した。
図中には比率のみ表示してあるが、選択された度数は「美人」に対して「外見」が482件、「内
面」が72件、「美しい」に対しては、「外見」が209件、「内面」が344件であった。選択された度
数に対してカイ自乗検定を行った結果、偏りは0.1％水準において有意であった（=285.702, p
<.001）。更に、質問項目の変化に伴う回答の変化に着目し、クロス集計表を作成してマクネマ
ー検定を行ったところ（度数は Table1参照）、度数の偏りは0.1％水準において有意との結果が
得られた。つまり、「美人」や「美しい」といった言葉の違いによって、重視される側面に変化
が生じたことになる。具体的には、「美人」という言葉に対しては外見重視、「美しい」に対して
は内面重視の傾向が見られたといえる。
3.1.2． 調査年度間比較
調査年度ごとに「美人」と「美しい」という言葉に対する選択結果を分けた図が、Figure2−1
および2−2である。
全体として、前項で確認した傾向から大きく外れる年度は見られず、「美人」に対しては「外
見」重視、「美しい」に対しては「内面」優勢であるということが捉えられた。無回答、無効回
答を除き、カイ自乗検定を行った結果、何れの言葉についても有意な偏りは見られず、年度によ
る際立った特徴を捉えることはできなかった（「美人」：=2.525, n.s．／「美しい」：=4.066,
n.s．）。
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Table1 各調査年度における回答傾向
「美人」 「美しい」 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 合計
外見 外見 46 23 30 15 36 150
外見 内面 107 51 67 49 55 329
内面 外見 17 6 13 7 13 56
内面 内面 6 2 2 0 5 15
合計 176 82 112 71 109 550
更に、対象となる言葉の違いによる回答の変化を調べるため、前項と同様にクロス集計表を作
成した（Teble1参照）。年度ごとにマクネマーの検定を行った結果、何れにおいても0.1％水準に
おいて有意な偏りが見られ、特に「美人」に対して「外見」、「美しい」に対して「内面」を選択
する回答パタンに度数が集中することが明らかとなった。
調査年度による回答パタンの偏りについてカイ自乗検定を行ったところ、有意であるとは認め
られなかった（=10.396, n.s．）。すなわち、回答のパタンは調査年度によって大きく変化する
ものではなく、ある程度安定していると考えられる。
偏りそのものは有意ではなかったが、年度による回答パタンの特徴を捉えるため、Table1に
基づき、コレスポンデンス分析を行った。この結果、3つの軸が得られ、寄与率はそれぞれ0.829
Figure2−1 「美人」に対する外見・内面の選択比率（年度別）
Figure2−2 「美しい」に対する外見・内面の選択比率（年度別）
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Figure3 コレスポンデンス分析に基づく回答パタンと調査年度の布置
（第1軸）、0.129（第2軸）、0.043（第3軸）であった。累積寄与率は第1軸と第2軸で9割を超えるた
め、これらの2軸のスコアに基づいて各回答パタンと年度の布置をプロットした（Figure3参照）。
図中、×で記されているのが回答パタンであり、これらのラベルにおいては、「美人」に対す
る回答を前半、「美しい」に対する回答を後半に記した（「外見・内面」ならば、「美人」に対し
て外見を選択し、「美しい」に対して内面を選択するパタンを示す）。
当該図においては、「美人」「美しい」共、外見に偏った回答パタン（「外見・外見」）と2012年
度の近接、「美人」に対して外見、「美しい」に対して内面を選択する回答パタン（「外見・内面」）
と2008年度、2009年度の近接が確認できる。
3.2．「美人」に対する自由回答の分析
前項で確認した内容は強制選択法による回答であり、外見と内面の二者からどちらかを選ぶと
いうものであった。当該選択に至った考えの詳細を探るため、どのような人を美人と思うかにつ
いて尋ねた質問1（複数回答）について分析した。
3.2.1． 全体の傾向
回答された内容の全体傾向を捉え、外見（顔が良い、スタイルが良い、目が大きい、など）、
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Figure4 「美人」の要素の構成比率
内面（心がきれい、明るい、思いやりがある、など）、外見と内面（外見も内面もきれい、
見た目も中身も美しい、など）、内面の表現（笑顔、言葉遣いがきれい、マナーが身について
いる、など）、美粧（化粧が上手、服のセンスが良い、など）、周囲の反応（好かれている、
憧れられている、誰が見てもきれい、など）、例（モデル、女優、など）、その他（健康、清
潔、オーラが出ている、など）の8種に分類し、年度別に集計を行った。この結果得られた度数
は次の Figure4の通りである。
3.2.2. 調査年度間比較
年度別に集計し直した結果は、Figure5の通りである（グラフ中のラベルは度数を示す）。
得られた度数に対し、カイ自乗検定を行ったところ、0.1％水準において偏りは有意であった
（=52.539, p<.01）。残差分析の結果、2008年度の「外見と内面」「その他」、2010年度の「外
Figure5 各年度における「美人」の要素の分類
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Figure6 「美人」に対する回答分類と調査年度の布置（コレスポンデンス分析）
見」「美粧」「周囲の反応」「例」、2011年度の「外見」「周囲の反応」「その他」の度数が期待値
よりも有意に多いか少ないことが分かった（いずれも0.1％水準）。全体と比較した場合、2010
年度は「外見」の比率が高く、一方で「美粧」「周囲の反応」「例」などの区分に該当する回答が
少なかったことが特徴的であるといえる。
前項で確認したように、「美人」と「美しい」に対する外見と内面の選択傾向やこれらを掛け
合わせたときの反応パタンには有意な偏りが見られなかったが、その一方で、自由回答による記
述方法では傾向に違いが見られたことになる。
更に、年度と回答区分によるクロス集計表をもとにコレスポンデンス分析を行った結果、第4
軸までが得られた。寄与率はそれぞれ0.723（第1軸）、0.217（第2軸、）0.045（第3軸）、0.015
（第4軸）であった。累積寄与率は第2軸までで9割を超えるため、第1軸と第2軸のスコアをもと
に各回答分類と調査年度をプロットした結果、Figure6が得られた。
前述のように、残差分析において有意な偏りが見られた2008年度、2010年度、2011年度の3
つは最も距離が離れており、本分析において得られた意味空間においては、特徴を異にする年度
であったと捉えることができる。また、「内面」と「内面の表現」はほぼ同じ位置にあり、両者
の連関が窺われる結果となっている。
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4．考察
本調査で得られた傾向は、先行研究の結果に凡そ合致するものであった2）。それは、「美人」
に対して外見を、「美しい」に対して内面を選択するという傾向として説明することができる。
だが、「美しい」に対して約40％の回答者（各調査年度でも30~40％）が外見を選んだことは本
調査結果の特徴であるとも捉えられる。先行研究は、20~60代の男女40名が対象である上、質問
方法も若干異なるため単純な比較は避けねばならないが、当該特徴が調査対象の年齢や時代背景
の影響によるものである可能性は残される。
仮に本調査で得られた特徴が調査実施年によるものだとした場合、「美しい」という語との接
触場面の変化も影響していることが考察される。例えば、2007年には日本代表の森理世がミス
ユニバースに輝いた。その前年に知花くららが同大会第2位となったことと併せ、ミスユニバー
スは日本国内においても大きく注目を集めるようになったことは記憶に新しい。本調査の開始年
である2008年には、既にこれら日本勢の活躍は広く知られるところとなっており、先行研究の
1992年当時と比較しても、ミスユニバースの認知度は飛躍的に高まったといえるであろう。時
期を同じくして、シャンプーのコマーシャルなどにおいても「アジアンビューティー」とのコン
セプトで、東洋的なビジュアルイメージと内面の美しさといった要素が重ね合わせられた上で喧
伝されるようになった。ミスユニバースもアジアンビューティーも、内面の美しさの重要性をポ
イントとするものではあるが、それだけを示したものではないということに注意する必要があろ
う3）。圧倒的な外見的美しさが合わせて映し出されることにより、美しさはまず外見を前提条件
とするものだといった価値観を本調査の対象者たちが感じ取っていた可能性は十分にあると考え
られる。
また、「美人」と「美しい」に対する外見と内面の選択傾向は年度によって大きく変化するも
のではなく、調査年を超えて同程度の比率を保つことも分かった。「美人」に対しては、概して
辞書に示されるような意味がほぼ統一的に共有されており、一方で、「美しい」の方は、より解
釈が分かれ易いと考えられる。調査年を違えてもほぼ同じ選択比率に落ち着くことは興味深い現
象であり、ここにこそ、現代の若年女性の傾向が色濃く表れているとも考えられる。
しかしながら、「美人」に対する自由回答（質問1）においては、年度による回答分類の偏り
が見られ、回答傾向の変動が確認された。これを、二者択一の方法では捉えきれない細かな概念
部分を示すものとして解釈することもできる。だが、複数回答の場合には一人当たりの回答数に
ばらつきがあり、特に数多くの要素が回答された場合には、最初に回答された内容と最後に書か
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れた内容とでは、重視する度合いに大きな差異が生じていることも考えられる。重視度の確認を
目的とする場合には、回答度数のボリュームに頼って傾向を把握するのではなく、予め選択肢を
用意した上で、重視する三者を選ばせたり、各項目について重視度を数値化させたりするなどの
方法が有効であるといえる。
5．今後の課題
本調査の対象者は若年女性に限られているため、先行研究で得られた結果との違いが何に起因
するものなのかは判断できなかった。可能性としては、回答者の年代や調査実施年の時代的背景
などが考えられるため、対象の拡大や継続調査の上での実施年間の比較などが必要といえる。
また、本調査においては、外見と内面といった大きな分類に着目して質問を構成したが、より
詳細に重視度を捉えるには、本調査で回答された内容を選択肢として設定し、順位づけさせるこ
とも有用であると考える。
6．結論
・若年女性の間では、「美人」との判断には外見、「美しい」との判断には内面がより重視される
傾向があり、当該傾向は調査年を超えて安定的に見られた。
・ただし、「美しい」に対する内面の選択率は全体の約6割程度にとどまり、二つの意見が混在
することが本調査での特徴として捉えられた。
・「美人」に対する自由回答では、外見に関する内容の比率が全体の半数程度に留まる一方、二
者択一の形式では外見が約8割を占め、回答方法による傾向の不一致が見られた。回答件数の
ボリュームを重視の度合いとして捉えることには危険があり、各要素についてどの程度重視す
るかという点までを考慮する必要がある。
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